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棒 (バチ)」 等この場面特有に用いられる用語,「カテゴリーD」 は「やつた,すごい,できた」等の
称賛をあらわす用語,「カテゴリーE」 は「きらきら星の歌詞」である。「カテゴリ Fー」 は「ちがう
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である。これは前述したように,学習者であるK男がなかなか演奏できないためにとつたH女の試行
1    錯誤の結果と思われるが,多様な方略を用いたという点で非常に興味深い。尚,大人がとった教示i    方略 (年長児に対する平均)を図5として掲げた。
表1 発話者別に見たカテゴリー別の言葉数 (年長児から年中児vs大人から年長・年中児)
年長 年中 年長 年中 年長 年 中
大人 年長 大 人 年中
Ytt I M女T女 H女 H女 K男
カテゴリーA 7 4 7 2
カテゴリーB 8 0
カテゴリーC 0 2 0
カテゴリーD 0 0 0 0 2 0 0
カテゴリーE 0 0 4 0 2 1
カテゴリーF 1 0 6 0 0
カテゴリーG 8 0 3 0 0 0 0
総数 6
「カテゴリ Aー」 は接尾語/接頭語/あいづち,「カテゴリ Bー」 はこの場面以外にも用いられる汎用語,「カ
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+歌声       昔 (鉄琴を叩 く)







































































年長 年長 年長 年長 年長 年長 年長 年長
M女 A女 K女 I女 Y女 R女 M女 S女
カテゴリーA 9 2 7 2
カテゴリーB 4 4 4 6
カテゴリーC 2 7 5 3
カテゴリーD 0 0 0 0 0
カテゴリーE 9 5 9
カテゴリーF 0 0 0 0
カテゴリーG 0 0 4 0 0
総数
「カテゴリー A」 は接尾語/接頭語/あいづち,「カテゴリー B」 はこの場面以外にも用いられる汎用語,「カ
テゴリー C」 はこの場面特有用語,「カテゴリー DJは称賛,「カテゴリー E」 は歌詞,「カテゴリーF」 は批判 ,
「カテゴリー G」 は確認に相当する用語をそれぞれ示している。表内の数字は1単語=1。
表5 鉄琴を用いて提示・学習された音の数 (年長児から年長児)
年長 年長 年長 年長 年長 年長 年長 年長





M女 K女 Y女 M女
4小節全部 8 6 3
4小節>2月ヽ節 1 2 0 1
2小節 4 0 0
2小節>単音 1 1 2
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